
平成27年1月26日

北陸電力株式会社

出力制御ルールの主な変更点について

適　用　対　象

（１）太陽光発電・風力発電に対する
　出力制御の対象範囲の拡大

・出力制御の対象範囲を500kW以上
の太陽光発電・風力発電から500kW
未満の太陽光発電・風力発電にも拡
大。

５００kW以上の
太陽光発電・風力発電

全ての
太陽光発電・風力発電

（発電出力２０kW未満の風力発電は除く）

（２）バイオマス発電に対する
　　  出力制御ルールの明確化

・現在，一律に火力発電と同等の出
力制御の対象となっているバイオマ
ス発電について，出力制御の受容性
を踏まえたきめ細かい出力制御ルー
ルを設ける。

全てのバイオマス発電
の制御順位は火力発電と同等

　①地域型バイオマス発電　（注）
　②バイオマス専焼発電（①を除く）
　③火力発電・化石燃料混焼発電（①を除く）
　③→②→①の順に出力制御を実施

・年間最大30日までとされている無補
償の出力制御について，太陽光発電
については最大で年間360時間まで，
風力発電については，年間720時間
までとする。

無補償の出力制御は
年間最大３０日まで

無補償の出力制御は
太陽光発電：年間最大360時間まで
風力発電：年間最大720時間まで

（発電出力２０kW未満の風力発電は除く）

・発電者は電力会社からの求めに応
じて，出力制御に必要な機器の設
置，費用負担その他必要な措置を講
ずる必要あり。

必要なし

必要あり
（発電出力２０kW未満の風力発電は除く）

・指定電気事業者制度の対象を
500kW以上の太陽光発電・風力発電
から500kW未満の太陽光発電・風力
発電にも拡大。

（注）メタン発酵ガス発電，一般廃棄物発電，木質バイオマス発電，農作物残さ発電などであって，地域に賦存する資源を有効活用する発電。（燃料貯蔵の困難性，技術的制約等により出力制御が困難な場合は，出力制御の対象外とする。）

１／２５までの
接続契約申込み受付分

１／２６以降の
接続契約申込み受付分

１．出力制御の対象の見直し

４．指定電気事業者制度の活用による接続拡大

３．遠隔出力制御システムの導入

２．「30日ルール」の時間制への移行
（太陽光発電・風力発電）

変　更　項　目 変　更　内　容

・当社は，平成26年12月26日に，太陽光発電について指定電気事業者の指定を受けて
　おり，接続契約申込量が接続可能量を超過すると見込まれる場合には，無制限・無補
　償での出力制御を条件に系統連系の受付が可能となります。
・現時点においては，接続契約申込量が接続可能量に達していないことから，太陽光発
　電設備の場合は年間360時間まで無補償での出力制御を条件に系統連系の受付が可
　能となります。

指定電気事業者制度： 
経済産業大臣が接続可能量超過の見込まれる電気事業者
を指定し，当該指定電気事業者の系統に接続可能量を上回
る再エネの接続が発生する場合，無制限・無補償での出力
制御を条件に接続を受け入れることを義務づける制度。 

経過措置として，太陽光発電（50kW未満）
については４／１以降の接続契約申込み
受付分より適用。 

太陽光発電（10kW未満）については，太陽
光発電（10kW以上）を先に出力制御を行う
など優先的に取り扱う。 
また，経過措置として，太陽光発電（50kW
未満）については４／１以降の接続契約
申込み受付分より適用。 


